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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機

関 
山形県国際交流協会 

実習期間 令和  ２ 年 ３ 月  ３ 日 ～ 令和 ２  年 ３ 月 ７ 日 

学生氏名 阿部 竜之介 

実習プログラム ・１日目･･･サロンオープン準備、掃除、ミーティング、オリエンテーション、

切手整理、理事長の講話、相談員のお話、CIRの説明 英語講座デモ 

 

・２日目･･･インスタ広報、山形市日本語教室参加、相談員のお話、機関誌

AIRYの送付準備 

 

・３日目･･･JICA関連、山形ぺらぺら会、やさしい日本語、インスタ広報、切手

整理、インスタ広報、切手整理 

 

・４日目･･･映像資料鑑賞、感想文、相談員のお話、インスタ広報 

 

・５日目･･･JICA関連、インスタ広報、大学生に対する AIRYPR方法検討、 

総括、発表 

学び・気づき 

（300字程度） 

実習前は、外国人と話すことが多いと思っていたが、相手は県民であることの

方が多いことが分かった。相談員のお話のなかでは、震災や国際結婚など様々な

相談に対応していることが分かった。どのように対応すれば相談者の不安を和ら

げることが出来るのか、それを踏まえた上で、的確なアドバイスをすることの大

切さを学んだ。外国人に対する日本語は、やさしい日本語で伝えることの大切さ

を学ぶことが出来た。JICA 関連のお話では、国際交流や国際協力の関係性につ

いて学んだ。国際交流は、五感で感じ取るのがコミュニケーションに繋がり、国

のことをよく知ることで相手の国に足りない技術を紹介することが国際協力だと

言うことを学んだ。 

今後に向けた 

抱負 

（200字程度） 

 今後に向けた抱負では、柔軟に対応する能力と課題発見力を身につけていきた

いと思う。柔軟に対応する能力では、意見が対立しても積極的に話し合うことで

信頼関係が向上し、柔軟な思考を身につけることが出来ると思った。課題発見力

では失敗しても挑戦し続けることで、自分の弱みを見つけることが出来ると思う

ので、今後の学校生活や日常生活のなかで意識し、２つの能力を身につけられる

ように努力していきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅

力 

（300字） 

 県民や外国人の方の相談に積極的に受け入れており、様々なイベントを開催し

ているところが魅力だと思う。山形県国際交流協会（AIRY）に訪れた方は皆和

やかな表情で話していたのでとても良い雰囲気だった。イベントに参加させても

らったときも、日本語教室を受講している外国人の方は一生懸命日本語を勉強し

ていたので、語学を勉強している私にとってとても良い刺激になった。在住外国

人の増加により今後、国際交流が発展していくと思うので、AIRY の存在は必要

不可欠になると思う。そのため、山形県のみならず、全国の国際交流協会が県民

や外国人の相談などに尽力していくことが大切だと思った。 



写真（1～3点） 
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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 山形県国際交流協会 

実習期間 令和 ２ 年 ３ 月 ３ 日 ～ 令和 ２ 年 ３ 月 ７ 日 

学生氏名 菊地慎之介 

実習プログラム ・理事長講話 

・外国語相談員講話 

・山形市日本語教室参加 

・インスタグラム広報活動 

・機関誌送付準備 

・JICA関連講話 

・大学生に向けた PR方法検討 

など 

学び・気づき 

（300字程度） 

山形県における国際交流の現状を知ることができた。山形県の在住外国人の人口

は年々増加傾向にあり、それに伴って在住外国人の生活に関する相談も増加して

いる。また、災害時や緊急時に日本語ができない外国人に対して行う支援等も中

心となって行っている。さらに、山形県民に向けて外国人と共存する多文化理解

を推進していく活動も行っている。これらの活動を講話や実体験を通して学ぶこ

とができた。 

事前準備の重要性や時間厳守で動くためにはどのようにしたら良いかなど社会人

として働くために必要なスキルを得ることができた。 

今後に向けた 

抱負 

（200字程度） 

山形県の国際交流の現状を知ることができたので、これを踏まえてゼミの活動に

活かしていきたい。ゼミでは酒田市における外国人との交流について考える機会

があるので、その活動のための知識をこのインターンシップで得ることができた

のは大変大きな成果だと思う。 

これから就職活動、就職をするにあたって、必要なスキルを学ぶことができたの

でそれらを忘れず、自分の目標達成に向けて精一杯頑張りたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅

力 

（300字） 

山形県国際交流協会では、在住外国人だけでなく山形県民に向けての活動を行っ

ているということを知り、より多くの人に多文化共生の理解をしてもらうために

はとてもいい活動であると思った。多文化共生に興味があるならもちろんのこ

と、海外に興味がある人、地域に興味がある人はぜひここでのインターンシップ

に参加してほしい。また、私は新型コロナウイルスの影響で経験できなかった

が、在住外国人の支援の活動プログラムも用意していただけると思うので、外国

人との交流に興味がある人もぜひ参加することをおすすめしたい。 

写真（1～3点） 

←山形市日本語教室の様子  


